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•  消波ブロックで構成される海岸・港湾構造物の消波工
の老朽化が急速に進行している状況を鑑み、必要な消
波性能の保持の観点から維持管理を行う手法を提案。

• 来襲する高波浪による消波工の変形と、変形に伴う消
波性能（越波量および本体構造物に作用する波力）の
変化を適切に評価することにより、多少の消波工の変
形が急激な性能低下に直結しないことを確認。

• 頻繁な点検・補修を行うことが予算の浪費につながっ
ていないかを検証。

海岸防災、維持管理

消波性能の変化に着目した
消波工の効率的な維持管理に向けて
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海の技術が脱炭素社会を支える。洋上風力発電施設、大型浮
体プラットフォーム、大型船舶などの海の大型構造物を対象
とし、必要な流体構造連成解析、構造デジタルツイン技術を
研究します。

• 浮体式洋上風車は脱炭素化の決め手。複雑なシステムである
浮体式洋上風車の挙動解析や水槽実験を行います。

• 大型船舶による水素やガスの輸送は脱炭素社会を支えます。
大型船舶の構造安全の研究を行います。

• 再生可能エネルギー基地、大型沖合養殖、洋上都市など、洋
上プラットフォームは海の起点です。

再生可能エネルギー、海運、海洋システム

海の技術は脱炭素社会を支える
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＃浮体式洋上風車 ＃船体構造 ＃大型浮体 ＃流体構造連成
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